降誕節第１主日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年12月28日
「世界ではじめのクリスマス」
イザヤ書52章7節
 52:7 いかに美しいことか／山々を行き巡り、良い知らせを伝える者の足は。彼は平和を告げ、恵みの良い知らせを伝え／救いを告げ／あなたの神は王となられた、と／シオンに向かって呼ばわる。

ルカによる福音書2章8～21節
 2:8 その地方で羊飼いたちが野宿をしながら、夜通し羊の群れの番をしていた。
 2:9 すると、主の天使が近づき、主の栄光が周りを照らしたので、彼らは非常に恐れた。
 2:10 天使は言った。「恐れるな。わたしは、民全体に与えられる大きな喜びを告げる。
 2:11 今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった。この方こそ主メシアである。
 2:12 あなたがたは、布にくるまって飼い葉桶の中に寝ている乳飲み子を見つけるであろう。これがあなたがたへのしるしである。」
 2:13 すると、突然、この天使に天の大軍が加わり、神を賛美して言った。
 2:14 「いと高きところには栄光、神にあれ、／地には平和、御心に適う人にあれ。」
 2:15 天使たちが離れて天に去ったとき、羊飼いたちは、「さあ、ベツレヘムへ行こう。主が知らせてくださったその出来事を見ようではないか」と話し合った。
 2:16 そして急いで行って、マリアとヨセフ、また飼い葉桶に寝かせてある乳飲み子を探し当てた。
 2:17 その光景を見て、羊飼いたちは、この幼子について天使が話してくれたことを人々に知らせた。
 2:18 聞いた者は皆、羊飼いたちの話を不思議に思った。
 2:19 しかし、マリアはこれらの出来事をすべて心に納めて、思い巡らしていた。
 2:20 羊飼いたちは、見聞きしたことがすべて天使の話したとおりだったので、神をあがめ、賛美しながら帰って行った。
 2:21 八日たって割礼の日を迎えたとき、幼子はイエスと名付けられた。これは、胎内に宿る前に天使から示された名である。
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　　先週私たちは共に御子イエス・キリストの御降誕をお祝いするクリスマス礼拝を守ることができました。3年ぶりにHさんが出席されて共に聖餐の恵みにも与れました。また礼拝後の祝会では歌あり、腹話術ありのプログラムと共に持ち寄りのとてもおいしい食事を共にして心もお腹も満たされた喜びの時を持つことができました。24日の聖夜礼拝は静けさの中、多くの讃美歌を声高らかに讃美をしてこちらもまた喜びの時を持つことができました。このように2025年も神様の恵みの内にクリスマスの諸集会を行うことができましたことを感謝しています。
　そして、クリスマスは私たちの教会だけでなく世界中の教会でお祝いがされています。それはもちろん今の時代だけでなく昔からクリスマスがあり、お祝いがされているわけです。じゃあ、一体いつからクリスマスをお祝いするようになったのかというと、正確な年代は不明だそうですが紀元2～4世紀のローマ帝国でお祝いされるようになったというのが有力な説だそうです。けれども、クリスマスというのはキリストのミサ、つまり礼拝です。キリスト礼拝です。キリスト礼拝ということですので、イエス様がお生まれになられて最初に礼拝した人たちが世界で最初のクリスマス、つまりキリスト礼拝を行ったということになるのです。世界ではじめのクリスマスです。本日私たちに与えられた聖書箇所には世界ではじめのクリスマスの様子が描かれています。
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　ベツレヘムのとある家でお生まれになられたイエス様は家畜のえさのわらなどを入れる飼い葉桶に寝かされていました。まさか旧約聖書に預言されていた世の救い主がこのように小さく貧しい姿で飼い葉桶に寝かされているなんていったい誰がわかりえるでしょうか。マリアとヨセフ、そして牛や馬などの家畜に見守られてイエス様はすやすやと眠っておられるのでした。
　そのような救い主が誕生したことを真っ先に知らされたのはいったい誰でしょうか。時のローマ皇帝でしょうか。シリア州の総督キリニウスでしょうか。「救い主がお生まれになられた」こんな大切な知らせであるからには当時の権力者にまず知らされて、そこからローマ帝国の領内の市民に知らされるのが手っ取り早いのかもしれません。
でも、神様は決してそうなさらなかったのです。神様が救い主誕生を知らせたのは野宿をして夜通し羊の群れの番をしている羊飼いたちでした。この当時の羊飼いは罪人の代表として皆から蔑まされて嫌われていました。動物を相手にする仕事ですので、汚れているとされていましたし、夜通し羊の群れの番をしなければならない彼らは安息日の規定を守って礼拝をするということができませんでしたので、律法違反をする人たちと扱われて、彼らの証言は裁判で採用されませんでした。つまり羊飼いというのは当時のいわば社会の最も低い立場にいる人々だと考えられていたのです。「救い主がお生まれになられた」こんな大切な知らせを神様は社会の最も低い立場の人々である羊飼いたちに知らせたのです。
「恐れるな。わたしは、民全体に与えられる大きな喜びを告げる。
 今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった。この方こそ主メシアである。
 あなたがたは、布にくるまって飼い葉桶の中に寝ている乳飲み子を見つけるであろう。これがあなたがたへのしるしである。」
民全体、つまり全ての人々に与えられる大きな喜びである救い主誕生の知らせを神様は天使を通して羊飼いたちにお知らせになられたのです。罪人とされた蔑まされた羊飼いたちにです。
　「あなたがたは、布にくるまって飼い葉桶の中に寝ている乳飲み子を見つけるであろう。」
この「見つける」という言葉は偶然に見つけるという意味の言葉ではありません。イエス様が山上の説教で「求めなさい。そうすれば、与えられる。探しなさい。そうすれば、見つかる。」（マタイ7：7）とおっしゃられた「見つかる」と同じ単語です。つまり「探したら見つかる」と言われたのです。それは反対に言えば「探さなければ見つからない」ということです。「あなたたちが布にくるまって飼い葉桶の中に寝ている乳飲み子を探したら見つけるだろう。」つまりは「探せ」と言われたのです。そして天の大軍の大合唱があったのです。
　羊飼いたちは天使の「探せ」の命に従って「さあ、ベツレヘムへ行こう」と言って、急いで行って「マリアとヨセフと飼い葉桶に寝かせてある乳飲み子を探し当てた」のです。これって考えてみればすごいことなのです。天使は「今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった」と言っただけで、誰だれさんの家で生れたと言っているのではありません。ですから、羊飼いたちはダビデの町、つまりベツレヘム中の家から飼い葉桶に眠るイエス様を探し出さないといけないのです。ベツレヘムにいったい何軒家があるのかわかりませんが、それはまるで砂の中からダイアモンドを探すようなものです。きわめて不可能に近いのです。ですから、ある学者はこの羊飼いたちは探したのではなくて自分の家に帰ったに過ぎないのだ。そうしたら家の中に飼い葉桶に寝かされたイエス様とヨセフとマリアがいた。だからイエス様に出会えたんだと考えます。そうしないととても探し出すなんてできないと。
　でも、はたしてそうかと思います。実際16節の「飼い葉桶に寝かせてある乳飲み子を探し当てた」の「探し当てた」の元の単語は先ほど12節で天使が告げた「探し出して見つける」という意味の単語に意味を強める接頭語が付いた単語です。つまり「必死で探し出して見つけた」という意味になるのです。「飼い葉桶に寝かせてある乳飲み子を探し当てた」というのは「乳飲み子を一軒一軒訪ねて回って必死になって探してようやく見つけ出した」ということなのです。自分の家に帰ったらたまたま乳飲み子がいたなんて話ではありません。飼い葉桶に眠る乳飲み子はどこだ、私たちに知らせてくださった喜びの救い主はどこにいるんだ、私たちの救い主はいったいどこの家の飼い葉桶で寝ているんだとベツレヘムは小さな町ですが、その町の一軒一軒の家を訪ねて回って必死に探し求めたのです。「探したら見つけるだろう」の天使の言葉を信じて、必ず見つけ出せてお会いすることができる、そのことを信じて必死に探したのです。そしてようやく探し当てたのです。天使の言葉どおり見つけることができたのです。
　羊飼いたちは確かに幼子イエス様が飼い葉桶で寝かされていたのを見たのです。これが私たちの救い主である。これが全ての人に与えられた大きな喜びである救い主である。羊飼いたちは人々に話しました。人々は羊飼いたちの話を聞いても不思議に思うだけでした。しかし、マリアは羊飼いたちの言葉を心に納めて思い巡らしていたのです。本当に救い主の母となったことを心の中で思い巡らしていたのです。そして、羊飼いたちは大きな喜びを持って神様を崇めて讃美をして帰っていったのです。「本当に救い主がお生まれになられた。こんな罪深い私たちのもとに救い主は来て下さった。そんな大切なことを神様は私たちに伝えてくださった」
　
3 
これが「世界ではじめのクリスマス」です。キリスト礼拝です。最も低い者とされた羊飼いたちが最初にイエス様を礼拝したのです。この幼子こそが我らの救い主だとひれ伏して、神様を崇め褒めたたえて讃美をしたのです。
　「世界ではじめのクリスマスは　小さな小さなクリスマス　
　　けれども喜び満ちあふれた　気高いまことのクリスマス」
と「世界ではじめのクリスマス」という歌の歌詞の最後の部分に記されています。
　貧しい羊飼いたちとマリアとヨセフと羊と牛と馬などの動物たちによる小さな小さなクリスマス。それが世界ではじめのクリスマスです。でもそこには喜びが満ちあふれていました。必死になって探してようやく出会えた救い主、救い主がお生まれだ、我らは救い主に会ったんだ。
　神様を崇めて讃美しながら帰っていった羊飼いたちは恐らくはこの喜びを黙ってはいなかったでしょう。出会う人で会う人にこの喜びを伝えて行ったのでしょう。「救い主がお生まれだ。我らは救い主に会ったんだ」たとえこの言葉を信じてもらえなくても、喜びの知らせを伝える者になっていったのでしょう。
　「いかに美しいことか／山々を行き巡り、良い知らせを伝える者の足は。」
　本日の旧約聖書イザヤ書の言葉です。
　羊飼いたちの足は埃だらけ、羊の毛だらけまた土だらけです。決して美しいとは言えません。けれども、その羊飼いたちの足が美しいのです。それは羊飼いたちが良い知らせ、つまり福音を知らせているからです。救い主に出会った喜びを伝えているからです。罪深い我々のために救い主がお生まれになられた、その喜びを周りの人々に伝えたからその足はたとえ埃や毛や土にまみれていても美しいのです。
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　今年私たちは多くの兄弟姉妹を天にお送りしました。地上での別れは寂しいことですが、いつの日か天の御国で、天の故郷で再び会うことができるのは大きな喜びでありまた大きな希望です。
　その天に召された方のお一人がNさんです。神様を愛し音楽を愛し自然を愛したNさんの愛唱讃美歌は301番の「山べにむかいて」と112番の「諸人こぞりて」でした。さすがにクリスマスの歌をご葬儀で歌うのは躊躇してしまい、ご葬儀では301を讃美しました。自然の大好きなNさんらしい讃美歌です。でも、改めて考えますとお好きな112番「諸人こぞりて」を歌わなかったのは果たしてどうだったのだろうかと考えるのです。「諸人こぞりて」というのは「全ての人がみんな集まって」ということです。クリスマスに教会で全ての人がみんな集まってイエス様のお誕生を喜び祝うのです。「主は来ませり、主は来ませり、主は、主は来ませり」と救い主イエス様が来て下さったことを皆で喜びを持って繰り返しリズミカルに歌うのです。
　「恐れるな。わたしは、民全体に与えられる大きな喜びを告げる。」（10節）民全体、全ての人です。全ての人に与えられている喜びです。全ての人に与えられている喜びが、こんな罪深い自分にも与えられているのです。もしかしたらNさんは羊飼いの姿とご自分の姿を重ねられたのかもしれません。若い時に多くのご苦労をされて必死に探してようやく見つけ出した救い主イエス様。そのイエス様を礼拝して神様を褒めたたえて讃美をする。教会の皆さんと一緒に、つまり諸人がこぞって喜びの讃美をささげるのです。そして救いの喜び、こんな小さな私がイエス様の十字架と復活によって罪赦されて救われた、そのイエス様と出会った喜びを宣べ伝え証しをしていく歩みをなされたのです。
　考えてみれば私たちは誰もがこの世にあって羊飼いです。Nさんだけではありません。誰もが社会の中で小さくされた羊飼いなのです。そして罪人なのです。弱く小さな罪人です。そんな私たちのためにイエス様はこの世にお生まれになってくださったのです。「全ての人を照らす真の光」としてお生まれになってくださったのです。罪深い私のためにはイエス様は生まれてくださらなかったではないのです。こんなに罪深い小さな私のためにもイエス様は飼い葉桶に眠る幼子の姿でお生まれになられて、やがて十字架へと歩んで下さったのです。ですから「救い主がお生まれだ。我らは救い主に出会った。イエス様はこんな私のために十字架に掛かってくださった。」この喜びを私たちの誰もが、諸人がこぞって讃美をし、この喜びを宣べ伝えて証しをしていくのです。
　まもなく2025年が終わり、2026年を迎えます。私たちは新しい年もキリスト礼拝を大切にして、喜びをもって讃美をし、救われた喜びを宣べ伝えて証しをしていきましょう。
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